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Ice sheet/glacier - ocean interaction in Greenland
and its consequence for the human activity
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in   : July 4
out: July 21

2016年カナック地域観測の報告

ArCS 氷河/海洋/人文社会
- 杉山（北大・氷河）
- ポドルスキー（北大・地震波）
- 榊原（北大・氷河）
- 浅地（北大・氷河）
- 漢那（北大・海洋化学）
- 深町（北大・海洋物理）
- 大橋（北大・海洋物理）
- 山崎（北見工大・海底地形）
- 西沢（北大・海鳥）
- 高橋（北大・政治）
- ヘンリ（放送大・文化人類学）

ETH
- Funk（氷河）
- Wiedmann（氷河・UAV）
- Jouvet（氷河・UAV）
- Seguinot（氷河）

フローレンス大
- Genco（インフラサウンド）

June 29August 3



氷河とフィヨルドの境界プロセスの観測

CTD・係留系
生態系観測

UAV・無人船
サンプリング

UAV ・ 地震波
地上レーダ・カメラ

GPS・質量収支
氷レーダ



地震計観測（Podolskiy & ETH）



カービングによる津波測定（箕輪）



地上レーダ・インフラサウンド



地上レーダによる氷河流動測定（ETH）



氷河とフィヨルドの境界プロセスの観測

CTD・係留系
生態系観測

UAV・無人船
サンプリング

UAV ・ 地震波
地上レーダ・カメラ

GPS・質量収支
氷レーダ

氷河前のプルーム



融解水の湧昇が暖かい海水を氷河に供給

Turbulent plume

Motyka et al., 2003; 2013

Deep saline water

Freshwater Discharge



UAVによる観測（ETH）



氷河末端からの湧昇水サンプリング



氷河とフィヨルドの境界プロセスの観測

CTD・係留系
生態系観測

UAV・無人船
サンプリング

UAV ・ 地震波
地上レーダ・カメラ

GPS・質量収支
氷レーダ



海洋観測（7月27・29・30日）



係留系の設置



Lydersen et al., 2014

融解水の湧昇に起因する特殊な生態系



プランクトンネット（北大水産・山口/西沢）



耳石Sr‐Nd同位体分析
（極地研・永塚）



海鳥サンプリング（北大・西沢）



カナック村人とのワークショップ（7月25日）





集中豪雨（8月2日）



村と空港を結ぶ道路が寸断



まとめ

1. ArCSプロジェクト「氷河氷床・海洋相互作用」
2. カナック地域にて2016年の観測を実施

- 共同研究者を含めて16名
- 氷河・海洋観測、海洋生態・海鳥調査、人文社会調査

3. カナック村民とのワークショップを実施
4. 大雨による被害に遭遇


